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動議iUiHt.~~ (ライフコー ダ， (株)スズケン;による
身体活動援のiHlJlさを平成12)f:'lzn，こ2i遊間行った. さ
らに運動群では，平成12年12rJに液製iの方法で、創設泌
を録取し，埋ま液分浴室i免疫グロプリンA (slgA) を
ELrSAでe定撃した. [針i巣)5ヶ月間継続して記録でき
た運動際65名とコントロール務26名において，全期間
を通じて，!.~.気遊感染症を 1 J交も発紘しなかった者は運
動部1~27~よt，コント臼ール群 10名であった. .1-.気道!惑染
症の犠怠?容については~湾計二に存設な2さはなかった.身
体活動援と峻液slgA分泌;設がiHIJ定できた迷勤務:-):)名
(67.8土4.9裁)において，身体活動議と上気遊感染
症構想@数との関係はrs::::-O.03，I按液slgA分泌f設と!.~
気遊感染症感想、担i数との関係は1'$::0.19とともにもつな
な関係は認めなかった. [主主総}今!illの1iJr究では，中
高年者において，運動苦号機の有無によるよすい立?議決も主
催慾率の設は検出できなかった.身体治動SEとL気道
感染症様態i容との関係，および唾液sIgi¥分泌経と上気
道感染症議窓、事との関係も見いだせなかった.今色1え
有効なlu答が得られた対象数が少なかったので， さら
にデータ数を地やして，有症状日数などを検討する必
饗がある昏
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